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北
朝
鮮
の
食
糧
危
機
再
来
と
農
業
改
革

　
今
年
（
〇
八
年
）
四
月
、
世
界
的
な
食
糧
援
助
機
関

の
国
連
世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
は
、「
北
朝
鮮
に

大
飢
饉
の
兆
し
が
あ
る
。
国
際
社
会
か
ら
の
緊
急
支
援

が
な
い
と
、
六
五
〇
万
人
も
の
弱
者
が
飢
餓
状
態
に
陥

る
の
で
、
国
際
社
会
は
一
六
〇
万
ト
ン
ほ
ど
食
糧
を
支

援
を
し
て
欲
し
い
」
と
訴
え
た
。
わ
が
国
の
最
隣
国
で

「
全
国
民
の
三
〇
％
も
が
餓
死
状
態
」
と
言
う
の
だ
か

ら
普
通
の
話
し
で
は
な
い
。

　「
北
朝
鮮
に
飢
饉
の
兆
し
あ
り
」
と
の
警
告
は
、
こ

の
時
期
、
韓
国
の
市
民
団
体
か
ら
も
相
次
い
だ
。
中
心

団
体
は
対
北
朝
鮮
の
人
道
支
援
な
ど
で
抜
き
ん
で
た
実

績
が
あ
る
「
良
き
友
人
」
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
理
事

長
の
法
輪
和
尚
は
五
月
初
に
ワ
シ
ン
ト
ン
ま
で
出
向
い

　
　
再
来
し
た
飢
餓
問
題
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て
、
「
黄
海
側
に
面
し
た
穀
倉
地
帯
の
平
安
南
道
や
黄

海
北
道
な
ど
で
餓
死
者
が
発
生
し
、
端
境
期
の
五
月
、

六
月
に
は
二
〇
〜
三
〇
万
人
も
が
餓
死
す
る
可
能
性
が

あ
る
」
な
ど
と
訴
え
た
。
そ
し
て
今
年
の
北
朝
鮮
食
糧

事
情
は
、
一
九
九
五
年
〜
九
八
年
に
三
百
万
人
も
が
餓

死
し
た
「
苦
難
の
行
軍
」
の
大
飢
饉
を
彷
彿
さ
せ
る
酷

さ
で
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
、
開
城
以
外
の
全
土
主
穀
の
コ
メ

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
価
格
が
年
初
来
二
、
三
倍
に
暴
騰

す
る
」
異
常
事
態
が
続
い
て
い
る
と
強
調
し
た
。

　
し
か
し
韓
国
政
府
の
態
度
は
冷
静
で
、
北
朝
鮮
の
食

糧
不
足
規
模
は
三
六
万
ト
ン
前
後
と
発
表
し
た
。
Ｗ
Ｆ

Ｐ
の
不
足
規
模
の
五
分
の
一
水
準
で
、
初
夏
に
出
て
く

る
麦
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
（
五
〇
万
ト
ン
程
度
）
に

加
え
て
、
隣
国
中
国
か
ら
五
〇
万
ト
ン
も
の
輸
入
が
期

待
で
き
る
の
で
、
今
年
の
北
朝
鮮
食
糧
問
題
は
「
そ
れ

ほ
ど
深
刻
に
は
な
ら
な
い
」
と
展
望
し
た
の
で
あ
っ

た
。
ち
な
み
に
韓
国
政
府
の
食
糧
生
産
予
測
は
、
偵
察

衛
星
で
収
集
し
た
農
業
デ
ー
タ
、
休
戦
ラ
イ
ン
や
中
朝

国
境
沿
い
の
「
実
験
農
場
」
の
調
査
、
脱
北
し
て
き
た

農
業
技
術
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
数
字
な
ど
を
積
み
上

げ
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
事
態
は
韓
国
政
府
の
予
測
の

正
確
さ
を
裏
付
け
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　
　 

不
作
要
因
は
三
つ

　
そ
れ
で
は
、
今
年
の
北
朝
鮮
食
糧
危
機
は
ど
う
し
て

起
き
た
の
か
。
こ
の
点
で
Ｗ
Ｆ
Ｐ
な
ど
国
際
機
関
は
次

の
三
点
を
挙
げ
い
る
。
第
一
は
、
昨
年
（
〇
七
年
）
七

月
の
大
洪
水
の
穀
物
被
害
で
、
穀
倉
地
帯
の
黄
海
南
、

北
道
や
平
安
南
道
な
ど
の
水
田
な
ど
が
広
範
囲
に
水

没
、
破
壊
さ
れ
た
の
で
、
三
〇
万
ト
ン
ほ
ど
の
減
収
に
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乱
高
下
す
る
米
価
と
米
国
の
コ
メ
支
援

な
っ
た
と
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
態
を
踏
ま
え

て
、
世
界
食
糧
機
構
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
は
北
朝
鮮
の
〇
八
年

食
糧
は
前
年
比
で
コ
メ
は
二
五
％
減
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
三
〇
％
減
と
展
望
し
た
。

　
大
洪
水
に
よ
っ
て
二
五
％
程
度
が
不
作
を
蒙
っ
た
こ

と
は
極
め
て
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。
日
本
は
一
九
九
三

年
、
梅
雨
明
け
宣
言
が
出
な
い
ほ
ど
の
天
候
不
順
で
戦

後
最
悪
の
穀
物
不
足
に
追
い
込
ま
れ
、
タ
イ
な
ど
か
ら

二
五
〇
万
ト
ン
も
の
コ
メ
を
買
い
入
れ
て
食
糧
危
機
に

対
処
し
た
が
、
こ
の
時
の
不
作
率
が
二
五
％
で
あ
っ

た
。
今
年
の
北
朝
鮮
は
、
半
世
紀
に
一
回
程
度
起
き
る

食
糧
危
機
に
襲
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
昨
今
の

北
朝
鮮
は
大
洪
水
や
大
干
害
な
ど
は
特
に
珍
し
く
な

い
。
一
九
九
五
年
、
九
六
年
で
は
、「
五
〇
〇
年
来
の

洪
水
と
干
魃
が
交
互
に
襲
来
し
て
、
国
民
の
一
五
％
前

後
の
三
〇
〇
万
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

　
第
二
は
、
二
年
前
ほ
ど
前
か
ら
顕
在
化
し
た
食
糧
価

格
の
暴
騰
で
あ
る
。
こ
の
間
の
コ
メ
、
小
麦
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
の
国
際
穀
物
価
格
は
二
〜
三
倍
に
上
昇

し
、
慢
性
的
な
外
貨
不
足
に
あ
る
北
朝
鮮
は
、
食
糧
輸

入
の
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
事
態
に
な
っ
た
。
加
え
て

食
糧
事
情
を
悪
化
さ
せ
た
の
は
中
国
の
食
物
輸
出
税
の

引
き
上
げ(

一
五
％
〜
二
五
％
な
ど)

で
あ
る
。
北
京
五

輪
を
控
え
た
中
国
は
国
内
で
の
食
糧
不
足
を
懸
念
し

て
、
食
糧
の
対
外
輸
出
を
公
然
と
押
さ
え
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
北
朝
鮮
は
価
格
引
き
上
げ
の
悪
影
響
を

蒙
る
と
同
時
に
、
主
要
な
食
糧
輸
入
国
、
中
国
か
ら
の

物
量
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
。

　
第
三
は
、 

韓
国
か
ら
の
大
規
模
食
糧
援
助
が
期
待
出

来
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
。
韓
国
は
進
歩
派
勢
力
を
バ
ッ

ク
に
し
た
金
大
中
政
権
が
一
九
九
八
年
に
登
場
し
て
以

来
、
昨
年
ま
で
毎
年
五
〇
万
ト
ン
程
度
の
コ
メ
を
北
朝

鮮
に
支
援
し
、
四
〇
万
ト
ン
程
度
の
肥
料
も
援
助
し
て

き
た
。
ち
な
み
に
韓
国
の
対
北
食
糧
援
助
が
止
ま
っ
た

時
期
は
、
北
朝
鮮
が
核
実
権
を
強
行
し
た
二
〇
〇
六
年

の
一
年
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
と
き
国
連
安
保
理
が
「
対

北
朝
鮮
経
済
制
裁
」
を
中
国
を
も
含
め
て
決
議
し
た
の

で
、
親
北
政
権
を
鮮
明
に
す
る
盧
武
鉉
政
権
も
さ
す
が

に
コ
メ
支
援
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
追
従
一
辺
倒
の

韓
国
援
助
政
策
の
転
換
を
公
約
し
た
李
明
博
政
権
が
登

場
し
て
、
対
等
な
南
北
関
係
の
構
築
と
同
時
に
、
国
際

的
人
道
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
食
糧
援
助
方
式
を
北
朝
鮮
に

提
案
し
た
。
す
な
わ
ち
李
明
博
大
統
領
は
、
北
朝
鮮
政

府
に
対
し
て
「
通
常
の
援
助
要
請
の
呼
び
か
け
」
を
求

め
る
と
同
時
に
、
韓
国
の
援
助
米
が
本
当
に
困
窮
す
る

国
民
に
配
ら
れ
る
配
給
シ
ス
テ
ム
の
実
施
、
つ
ま
り
透

明
性
の
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は

金
大
中
、
盧
武
鉉
と
い
う
二
人
の
進
歩
派
大
統
領
時
代

に
、
韓
国
の
援
助
食
糧
が
相
当
程
度
、
北
朝
鮮
権
力
層

の
軍
部
や
朝
鮮
労
働
党
中
央
な
ど
に
引
き
渡
さ
れ
て
い

る
現
状
を
是
正
し
た
い
、
と
い
う
李
大
統
領
の
考
え
方

に
よ
る
。

　
し
か
し
北
朝
鮮
の
応
対
は
硬
直
的
で
、
こ
の
種
の
食

糧
援
助
交
渉
は
一
切
、
進
展
し
て
い
な
い
。
代
わ
り
に

北
朝
鮮
当
局
は
、
李
明
博
政
権
を
「
売
国
奴
」、「
民
族

反
逆
者
」「
逆
徒
」
な
ど
と
中
傷
し
て
い
る
。
韓
国
が

予
定
し
た
五
〇
万
ト
ン
の
コ
メ
と
肥
料
四
〇
万
ト
ン
供

与
は
未
だ
止
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
年
（
〇
八
年
）
の
北
朝
鮮
食
糧
物
資

の
価
格
だ
が
、
一
時
は
狂
乱
物
価
の
様
相
を
呈
し
た
。

昨
年
（
〇
七
年
）
秋
、
キ
ロ
当
た
り
八
〇
〇
〜
一
〇
〇

〇
ウ
ォ
ン
（
キ
ロ
）
水
準
で
あ
っ
た
コ
メ
価
格
は
、
今

年
二
月
か
ら
三
月
に
は
常
に
一
〇
〇
〇
ウ
ォ
ン
台
を
越

え
て
、
一
五
〇
〇
ウ
ォ
ン
を
う
か
が
う
ほ
ど
高
騰
し
、

三
月
に
は
一
七
〇
〇
ウ
ォ
ン
、
四
月
は
二
二
〇
〇
ウ
ォ

ン
と
う
な
ぎ
登
り
に
な
っ
た
。
麦
の
収
穫
直
前
の
五
月

下
旬
に
は
穀
倉
地
帯
の
黄
海
南
道
、
同
北
道
な
ど
で
は

キ
ロ
当
た
り
四
五
〇
〇
ウ
ォ
ン
ま
で
狂
乱
し
た
。
カ
ネ

の
あ
る
新
興
階
層
な
ど
は
、
市
場
で
コ
メ
を
大
々
的
に

買
い
込
み
、
商
人
ら
は
売
り
惜
し
み
、
買
い
占
め
に
奔

走
し
た
の
で
、
こ
の
時
の
コ
メ
価
格
は
五
千
ウ
ォ
ン
を

う
か
が
う
一
大
パ
ニ
ッ
ク
と
な
っ
た
。
　

　
ち
な
み
に
四
千
ウ
ォ
ン
台
前
半
の
物
価
は
、
北
朝
鮮

労
働
者
の
平
均
月
給
で
あ
る
三
千
ウ
ォ
ン
を
大
き
く
上

回
っ
て
、
一
ヶ
月
の
月
給
を
す
べ
て
注
ぎ
込
ん
で
も
コ

メ
一
キ
ロ
も
買
え
な
い
異
常
価
格
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ

け
に
低
所
得
者
の
常
食
と
な
っ
て
い
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

粉
の
価
格
も
高
騰
し
、
五
月
末
に
は
一
千
九
五
〇
ウ
ォ

ン
ま
で
上
昇
し
た
。
昨
秋
に
比
べ
て
四
倍
程
度
の
暴
騰

で
、「
一
大
飢
饉
が
起
き
る
の
か
」
と
庶
民
を
追
い
つ

め
る
事
態
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
コ
メ
価
格
は
こ
の
五
月
末
が
ピ
ー
ク
で
、

六
月
中
旬
に
は
五
月
末
の
半
分
程
度
の
二
〇
〇
〇
ウ
ォ

ン
前
半
ま
で
急
落
し
た
。
キ
ッ
カ
ケ
は
米
国
政
府
に
よ

る
五
〇
万
ト
ン
の
コ
メ
支
援
の
表
明
で
、
こ
の
と
き
米

国
は
北
朝
鮮
の
核
無
力
化
措
置
の
進
展
を
期
待
し
て
、
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ジ
ャ
ン
・
マ
ダ
ン
（
市
場
）
が
動
か
す
生
活
物
資

テ
ロ
指
定
国
家
の
解
除
と
同
時
に
コ
メ
の
五
〇
万
ト
ン

の
供
与
を
北
朝
鮮
政
府
に
約
束
し
、
そ
の
コ
メ
を
積
ん

だ
米
国
の
第
一
船
が
七
月
内
に
も
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
外
港
の

南
浦
に
入
港
す
る
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。
米
国
が
動

き
出
せ
ば
韓
国
の
追
従
が
普
通
で
あ
る
。
そ
こ
で
韓
国

の
マ
ス
コ
ミ
な
ど
は
、
米
、
韓
の
食
糧
援
助
で
も
っ
て

対
北
食
糧
援
助
は
一
〇
〇
万
ト
ン
に
達
す
る
な
ど
と
報

じ
た
の
で
、
コ
メ
相
場
は
一
転
二
〇
〇
〇
ウ
ォ
ン
台
ま

で
急
低
下
し
た
。
ち
な
み
に
現
在
の
コ
メ
価
格
は
キ
ロ

当
た
り
二
五
〇
〇
ウ
ォ
ン
水
準
な
の
で
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
な
ど

が
懸
念
し
た
北
朝
鮮
国
民
の
大
量
餓
死
事
態
は
、
現
実

化
し
な
い
ま
ま
過
ぎ
去
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
北
朝
鮮
の
狂
乱
コ
メ
価
格
を
押
さ
え
て
、
飢

餓
問
題
を
鎮
静
化
さ
せ
た
真
の
要
因
は
、
政
府
の
後
押

し
の
な
い
北
朝
鮮
式
市
場
、
ジ
ャ
ン
マ
ダ
ン
の
役
割
で

あ
る
。
ジ
ャ
ン
マ
ダ
ン
は
「
農
民
市
場
の
商
い
広
場
」

程
度
の
意
味
だ
が
、
こ
の
流
通
シ
ス
テ
ム
は
農
民
が
身

近
な
空
き
地
な
ど
で
生
産
し
た
野
菜
や
卵
な
ど
の
農
産

物
を
取
り
扱
う
中
で
急
発
展
し
た
。
そ
し
て
九
〇
年
代

後
半
の
配
給
制
が
崩
壊
す
る
中
で
、
一
般
国
民
は
自
然

発
生
的
な
ジ
ャ
ン
マ
ダ
ン
に
殺
到
し
、
わ
ず
か
に
残
っ

て
い
る
食
糧
と
仕
事
を
求
め
て
集
ま
っ
た
。
こ
う
し
て

ジ
ャ
ン
マ
ダ
ン
は
従
来
の
国
営
商
店
が
担
っ
た
、
あ
ら

ゆ
る
流
通
機
能
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

ジ
ャ
ン
マ
ダ
ン
は
日
々
、
発
展
し
て
全
国
的
な
流
通
網

に
拡
が
り
、
穀
物
を
初
め
と
し
て
衣
食
住
関
連
の
基
礎

生
活
財
、
日
常
雑
貨
な
ど
を
供
給
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
九
〇
年
代
中
頃
か
ら
北
朝
鮮

と
中
国
と
の
貿
易
が
本
格
化
し
て
、
双
方
は
公
式
、
非

公
式
（
密
輸
）
の
二
つ
の
ル
ー
ト
を
通
し
て
中
国
製
品

を
取
引
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
北
朝
鮮
の

ジ
ャ
ン
マ
ダ
ン
市
場
は
中
国
国
内
の
流
通
網
と
リ
ン
ク

さ
れ
、
ジ
ャ
ン
マ
ダ
ン
の
生
活
物
資
は
殆
ど
中
国
製
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
中
国
製
品
は
カ
ネ
（
特
に
外

貨
）
さ
え
貰
え
ば
、
中
国
東
北
地
方
の
一
部
の
よ
う
に

ジ
ャ
ン
マ
ン
ダ
ン
に
侵
入
し
、
競
争
力
の
な
い
北
朝
鮮

の
生
活
必
需
製
品
を
駆
逐
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
動
き
は
コ
メ
な
ど
食
糧
輸
入
で
も
同
じ
で
、
穀
物

価
格
が
急
騰
す
る
や
、
中
朝
国
境
近
く
の
都
市
商
人
は

北
朝
鮮
に
向
っ
て
い
く
コ
メ
の
密
輸
に
動
き
出
し
た
。

中
国
や
北
朝
鮮
の
卸
業
者
は
、
カ
ネ
を
稼
げ
る
見
込
み

が
あ
る
な
ら
ば
、
北
朝
鮮
の
ど
ん
な
地
方
に
も
中
国
産

の
コ
メ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
運
び
出
し
た
の
で
あ

る
。

　
北
朝
鮮
で
は
二
〇
〇
二
年
の
「
七
・
一
経
済
改
善
措

置
」
で
も
っ
て
、
こ
の
ジ
ャ
ン
マ
ダ
ン
を
合
法
化
し

た
。
そ
の
た
め
食
糧
売
買
は
犯
罪
行
為
で
は
な
く
な
っ

た
。
そ
し
て
工
業
製
品
の
販
売
も
ジ
ャ
ン
マ
ダ
ン
が

「
総
合
市
場
」
に
生
ま
れ
変
わ
る
中
で
許
容
さ
れ
、

ジ
ャ
ン
マ
ダ
ン
で
働
く
人
々
（
殆
ど
女
性
）
も
「
場

税
」
と
い
う
名
の
場
所
代
を
払
え
さ
え
す
れ
ば
、
営
業

可
能
に
な
っ
た
。
北
朝
鮮
経
済
は
未
だ
に
金
日
成
時
代

の
計
画
経
済
時
代
の
法
律
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
の

で
、
公
式
の
建
前
で
は
「
計
画
経
済
国
家
」
で
あ
る

が
、
国
家
は
ジ
ャ
ン
マ
ダ
ン
に
代
わ
れ
る
国
営
の
流
通

シ
ス
テ
ム
を
構
築
出
来
な
い
の
で
、
ジ
ャ
ン
マ
ダ
ン
が

潰
さ
れ
る
心
配
は
な
く
な
っ
た
。

　
　
不
可
欠
な
農
業
改
革

　
最
後
に
強
調
し
た
い
の
は
、
国
際
社
会
が
韓
国
を
も

含
め
て
一
〇
数
年
間
、
大
規
模
な
食
糧
支
援
を
北
朝
鮮

に
継
続
し
て
き
た
も
の
の
、
肝
心
の
北
朝
鮮
の
食
糧
問

題
は
い
っ
こ
う
改
善
の
兆
し
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
北

朝
鮮
は
外
部
に
対
し
て
食
糧
援
助
を
声
高
に
訴
え
る

が
、
食
糧
自
立
に
向
け
た
懸
命
な
自
助
改
革
、
政
策
転

換
な
ど
は
一
切
行
っ
て
い
な
い
。

　
そ
の
意
味
で
北
朝
鮮
の
食
糧
問
題
解
決
に
は
自
ら
の

農
業
改
革
が
不
可
避
で
あ
る
。
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

が
す
で
に
実
行
し
た
こ
と
だ
が
、
集
団
的
（
協
同
的
）

営
農
方
式
を
家
族
単
位
の
個
人
経
営
体
に
切
り
替
え
る

努
力
は
、
北
朝
鮮
農
民
の
増
産
意
欲
を
刺
激
さ
せ
る
た

め
の
基
本
政
策
な
こ
と
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
コ
メ

な
ど
主
穀
価
格
の
大
幅
引
き
上
げ
と
同
時
に
、
流
通
制

度
の
近
代
化
、
肥
料
、
農
機
具
、
農
薬
、
さ
ら
に
は
優

良
種
子
の
確
保
な
ど
の
農
業
関
連
資
材
の
円
滑
な
供
給

は
、
北
朝
鮮
農
業
を
本
格
的
に
立
て
直
す
た
め
の
基
礎

的
な
条
件
で
あ
る
。
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